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物
流
業
界
の「
2
0
2
4
年
問
題
」が

浮
上
し
て
い
る
。働
き
方
や
労
働
力
需
給
、

そ
し
て
長
時
間
労
働
と
い
う
諸
課
題
は

長
ら
く
指
摘
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
だ
。

 

そ
う
し
た
中
、
ド
イ
ツ
で
は
さ
る
3
月
、

注
目
す
べ
き
動
き
が
あ
っ
た
。鉄
道
運
転

手
労
組（
G
D
L
）が
、
週
所
定
38
時
間

労
働
を
短
縮
、
2
0
2
9
年
ま
で
に
段

階
的
に
週
35
時
間
制
へ
と
移
行
す
る
成

果
を
あ
げ
た
の
で
あ
る
。
団
体
交
渉
は

5
カ
月
に
及
び
、計
5
回
の
ス
ト
を
決
行
。

全
国
の
交
通
や
物
流
が
混
乱
に
陥
っ
た

ニ
ュ
ー
ス
は
、
筆
者
の
手
許
に
ま
で
届
い

た
こ
と
で
あ
っ
た
。

　

そ
こ
で
今
回
は
テ
ー
マ
を
海
外
の
労

働
時
間
に
絞
り
、
前
半
は
言
わ
ば
そ
の

史
的
ア
ラ
カ
ル
ト
、
ま
た
は「
よ
も
や
ま

話
」と
し
、
後
半
で
は
製
造
業
部
門
、
と

く
に
ド
イ
ツ
金
属
労
組
の
時
短
闘
争
の

流
れ
を
、簡
潔
に
見
る
こ
と
に
し
て
み
た

い
。第

一
部

労
働
時
間
の

史
的
ア
ラ
カ
ル
ト

ま
た
は「
よ
も
や
ま
話
」

　

労
働
時
間
を
ア
ラ
カ
ル
ト
風
に
あ
げ

つ
ら
う
に
あ
た
り
、
ま
ず
は
そ
の
歴
史
的

な
経
緯
か
ら
始
め
て
み
よ
う
。

▽
と
は
い
え
、
4
5
0
0
年
も
前
の
話
か

ら
で
は
無
理
が
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
ク
フ

王
の
ピ
ラ
ミ
ッ
ド
建
設
に
た
ず
さ
わ
っ
た

労
働
者
が
、
実
は
言
わ
れ
て
き
た
ほ
ど
の

過
酷
な
奴
隷
労
働
を
強
い
ら
れ
て
い
た

の
で
は
な
く
、
グ
ル
ー
プ
制
で
労
働
し
、

6
日
就
労
す
る
と
1
日
は
休
養
日
。
居
住

区
も
か
な
り
整
備
さ
れ
て
い
た
な
ど
と

い
う
、近
年
の
研
究
成
果
に
触
れ
る
に
は
、

紙
幅
が
足
り
な
い
。　

　

さ
り
と
て
、「
ユ
ー
ト
ピ
ア
」（
1

 
5
 
1
 

6
年
）を
著
し
た
ト
マ
ス・モ
ア
が
、
理
想

的
な
労
働
時
間
は
週
35
時
間
と
記
述
し

て
い
る
の
だ
が
、
そ
の
論
拠
に
触
れ
て
い

く
の
も
、
こ
れ
ま
た
近
代
と
の
時
代
環
境

の
差
異
が
大
き
過
ぎ
よ
う
。

▽
着
目
す
べ
き
は
、
イ
ギ
リ
ス
で
始
ま
っ

た
産
業
革
命
と
い
う
こ
と
に
な
る
だ
ろ

う
。
産
業
革
命
は
、
近
代
と
そ
れ
以
前

と
を
分
け
る
分
水
嶺
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。

周
知
の
よ
う
に
、
出
現
し
た
近
代
的
工

場
制
度
で
、
労
働
態
様
は
一
変
す
る
。
生

み
出
さ
れ
た
大
量
の
プ
ロ
レ
タ
リ
ア
ー

ト
が
、
炭
鉱
へ
工
場
へ
と
入
職
し
、
未
成

年
の
子
ら
ま
で
も
駆
り
出
さ
れ
て
い
っ

た
。
そ
こ
で
は
、
未
成
年
で
あ
っ
て
も
成

人
並
み
に
過
酷
な
長
時
間
労
働
を
強
い

ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

往
時
の
報
告
資
料
を
紐
解
け
ば
、
紡
織

工
場
で
働
く
女
子
労
働
者
の
様
子
が
う

か
が
わ
れ
よ
う
。
彼
女
は
15
歳
。
日
が
な

紡
織
機
の
傍
に
立
ち
尽
く
し
、
織
り
上
げ

て
い
く
綿
糸
が
切
れ
な
い
か
を
見
張
る

の
で
あ
る
。
綿
糸
が
切
れ
れ
ば
機
械
を
止

め
、
繋
ぎ
と
め
る
の
だ
。
労
働
時
間
は
1

日
12
時
間
、
週
6
日
労
働
で
あ
る
。
心
身

共
に
疲
弊
し
て
い
く
姿
が
痛
ま
し
い（
エ

ン
ゲ
ル
ス「
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
労
働
者

階
級
の
状
態
」1
8
4
5
年
刊
よ
り
）。

労
働
時
間
の

史
的
ア
ラ
カ
ル
ト
を
記
す

金
属
労
協（
J
C
M
）顧
問   

小
島
正
剛
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▽
当
時
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
等
の
請
願

も
あ
り
、未
成
年
の
健
康
を
保
護
す
べ
く
、

一
連
の
工
場
法
が
施
行
さ
れ
た
。
21
歳
未

満
は
夜
間（
午
後
7
時
半
～
朝
5
時
半
）

の
就
労
を
禁
止
し
、
18
歳
未
満
は
1
日
12

時
間
、
土
曜
日
は
9
時
間
を
上
限
と
す
る

な
ど
を
規
定
し
た
の
は
1
8
3
1
年
の
こ

と
で
あ
る
。
し
か
し
そ
れ
を
十
分
に
順
守

す
る
雇
用
主
は
ご
く
少
数
で
あ
っ
た
と
か
。

　

ロ
バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
が
、
つ
と
に「
労

働
に
8
時
間
を
、自
由
行
動
に
8
時
間
を
、

休
息
に
8
時
間
を
」と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン

を
打
ち
出
し
て
い
た
の
が
、
思
い
起
こ
さ

れ
る
の
で
あ
る
。

▽
そ
う
し
た
状
況
に
、
結
束
し
て
対
処
し

よ
う
と
す
る
労
働
者
の‘
団
結
’の
意
識

は
、
産
業
革
命
が
す
べ
て
の
労
働
者
を
賃

金
制
度
と
い
う
型
に
鋳
込
む
よ
う
に
な
っ

た
と
き
、
初
め
て
生
ま
れ
た
。
産
業
革
命

は
近
代
的
労
働
運
動
を
創
り
出
し
た
の

だ（
G
・
D
・
H
・
コ
ー
ル「
イ
ギ
リ
ス
労
働

運
動
史
」1
9
4
8
年
刊
よ
り
）。

　

と
は
い
え
、
当
初
か
ら
強
力
な
労
働
組

合
が
結
成
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
ロ

バ
ー
ト
・
オ
ウ
エ
ン
の
労
働
組
合
大
連
合

の
試
み
な
ど
が
先
行
は
し
た
が
、‘
新
型
組

合
運
動
’の
嚆
矢
と
し
て
、
合
同
機
械
工

協
会（
A
S
E
、現
ユ
ナ
イ
ト
）が
結
成
さ

れ
た
の
は
1
8
5
1
年
の
こ
と
で
あ
る
。

　

Ａ
Ｓ
Ｅ
は
、
１
日
８
時
間
労
働
を
要
求

し
て
厳
し
い
ス
ト
ラ
イ
キ
を
展
開
。
財
力

に
物
を
い
わ
せ
た
雇
用
主
側
の
攻
勢
で
、

成
功
に
は
至
ら
な
か
っ
た
が
、
世
論
は
労

働
者
大
衆
に
味
方
し
た
。

▽
1
8
6
4
年
、
ロ
ン
ド
ン
で
開
い
た
国

際
労
働
者
連
盟（
Ｉ
Ｗ
Ｍ
Ａ
、
俗
に
第
一

イ
ン
タ
ー
）結
成
大
会
は
、
各
国
の
要
求

８
時
間
労
働
制
を
集
約
し
て
打
ち
出
し
、

こ
の
要
求
は
国
境
を
越
え
て
拡
大
し
て

い
っ
た
。

▽
8
時
間
労
働
制
の
要
求
は
、
当
時
米

国
で
も
浮
上
し
、
米
加
職
能
労
組
連
合

（
F
O
T
L
U
、
後
の
米
労
働
総
同
盟［
A
 

F
L
］）は
、1
8
8
6
年
5
月
１
日
に
シ 

カ
ゴ
を
中
心
に
全
土
で
38
万
人
規
模
の

ゼ
ネ
ス
ト
を
敢
行
し
た（
メ
ー
デ
ー
の
発

端
）。
す
る
と
5
月
3
日
、デ
モ
隊
の
4
人

が
警
官
隊
に
射
殺
さ
れ
る
。
5
月
4
日
に

は
シ
カ
ゴ
の
集
会
場
ヘ
イ
マ
ー
ケ
ッ
ト
広

場
で
爆
弾
事
件
が
発
生
。
首
謀
者
と
し
て

8
人
が
逮
捕
さ
れ
、
う
ち
4
人
が
死
刑
と

な
っ
た
。
の
ち
に
、
爆
弾
事
件
は
警
察
当

局
の
偽
装
工
作
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
す
る
。

　

そ
の
後
、
同
年
12
月
に
改
組
・
発
足
し

た
A
F
L
は
、
1
8
9
0
年
5
月
1
日

を
期
し
て
、8
時
間
制
要
求
の
全
国
的
な

デ
モ
敢
行
を
決
定
し
た
。

▽
お
り
し
も
、
フ
ラ
ン
ス
革
命
1
0
0
周

年
の
1
8
8
9
年
7
月
、
パ
リ
で
開
催
さ

れ
た
国
際
社
会
主
義
者
大
会（
俗
に
第
二

イ
ン
タ
ー
）結
成
大
会
に
、
ゴ
ン
パ
ー
ス

A
F
L
会
長
が
提
言
。1
8
9
0
年
5
月

１
日
に
8
時
間
労
働
制
を
求
め
る
国
際
的

統
一
行
動
を
展
開
す
る
よ
う
呼
び
か
け
た
。

大
会
は
満
場
一
致
で
そ
の
決
議
案
を
採
択
。

そ
し
て
決
議
通
り
、
1
8
9
0
年
5
月
１

日
、
欧
米
豪
ラ
テ
ン
・
ア
メ
リ
カ
諸
国
で
、

世
界
的
な
統
一
メ
ー
デ
ー
が
挙
行
さ
れ
た

の
で
あ
る
。

▽
ち
な
み
に
、
日
本
で
は
1
9
0
5
年
、

平
民
社
主
催
の
茶
話
会
が
嚆
矢
。
1
 
9
 

2
0
年
に
上
野
で
1
万
人
規
模
の
第
一
回

メ
ー
デ
ー
集
会
が
開
催
さ
れ
て
い
る
。

▽
1
9
1
9
年
、
第
一
次
世
界
大
戦
の
終

結
後
、
ワ
シ
ン
ト
ン
で
開
催
し
た
国
際
労

働
機
関（
I
L
O
）第
1
回
総
会
は
、
激
論

の
末「
1
日
8
時
間
、
週
48
時
間
労
働
制
」

を
国
際
基
準
と
す
る
、「
第
１
号
条
約
」を

採
択
し
て
い
る
。

　

し
か
し
日
本
は
、
発
展
途
上
段
階
に
あ

る
こ
と
を
理
由
に
適
用
を
免
れ
た
。
だ
が

労
組
の
要
求
は
強
く
、
同
年
川
崎
造
船
所

産業革命期の給料日、雇用主から少額の報酬を受ける
未成年女子従業員たち
（出所：「英TUC100年史1868ー1968」1968年刊）
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の
労
働
争
議
が
日
本
初
の
8
時
間
制
を

も
た
ら
し
た
記
録
が
残
存
す
る
。

▽
1
9
2
0
年
代
か
ら
1
9
3
0
年
代
に 

か
け
て
、
国
際
金
属
労
連（
I
M
F
、
現
イ

ン
ダ
ス
ト
リ
オ
ー
ル
）が
最
重
要
視
し
た

課
題
は
、労
働
時
間
短
縮
の
推
進
で
あ
り
、

8
時
間
労
働
制
の
導
入
で
あ
っ
た
。

　

第
二
次
世
界
大
戦
を
は
さ
み
、
I
M
F

の
主
要
な
加
盟
組
織
が
週
5
日
40
時
間

制
を
果
敢
な
ス
ト
闘
争
で
勝
ち
取
っ
て

い
く
の
は
、
1
9
5
0
年
代
～
1
9
6
0

年
代
の
こ
と
で
あ
る
。
思
え
ば
、
こ
の
こ

と
が
国
際
連
帯
を
標
榜
す
る
I
M
F
‐

J
C（
現
J
C
M
）の
1
9
6
4
年
結
成

を
推
す
、
も
う
一
つ
の
要
因
と
な
っ
た
の

だ
っ
た
。

第
二
部

ド
イ
ツ
金
属
労
組
の

時
短
闘
争
の
流
れ
を
見
る

　

で
は
、
国
別
の
史
的
ア
ラ
カ
ル
ト
の
一

つ
と
し
て
、
ド
イ
ツ
金
属
労
組（
I
G
メ

タ
ル
、2
3
0
万
人
）の
多
様
な
時
短
闘

争
に
つ
い
て
、
年
代
を
追
い
な
が
ら
、
箇

条
書
き
的
に
記
述
し
て
い
こ
う
。

　

ち
な
み
に
、
I
G
メ
タ
ル
は
戦
後
の
1
 

9
4
9
年
に
再
建
を
果
た
し
て
い
る
。

▽
1
9
5
0
年
代
：
週
48
時
間
制
を
、
段

階
的
に
週
44
時
間
制（
土
曜
日
半
ド
ン
、

な
ど
）へ
と
短
縮
に
成
功
。（
あ
わ
せ
て
獲

得
し
た
の
は
、病
欠
の
際
の
賃
金
補
償
で

あ
っ
た
。
こ
れ
に
よ
り
現
業
・
非
現
業
部

門
の
格
差
を
是
正
、‘
給
与
継
続
支
給
法
’

の
成
立
に
つ
な
げ
た
の
で
あ
る
）。

▽
1
9
6
0
年
代
：
1
9
6
5
～
1

 
9
 
6
 

7
年
、段
階
的
に
1
日
8
時
間
、週
5
日

40
時
間
制
を
獲
得
し
て
い
く
。
時
短
分
の

賃
金
は
全
額
補
償
で
あ
る（
高
度
成
長
期

で
、
ほ
ぼ
毎
年
賃
上
げ
8
・
5
％
実
現
）。

▽
1
9
7
0
年
代
：
年
次
有
給
休
暇（
6

週
間
）の
段
階
的
導
入
に
合
意（
年
間
総

労
働
時
間
の
短
縮
）。
13
カ
月
目
の
賃
金

支
給（
一
時
金
1
カ
月
）（
背
景
に
経
済
不

況
が
あ
り
、
雇
用
確
保
を
重
視
）。

▽
1
9
8
0
年
代
：
1
9
8
4
年
、
初
め 

て「
週
35
時
間
制
」
を
要
求
、
7
週
間
の

ス
ト
攻
勢
や
経
営
側
の
ロ
ッ
ク
ア
ウ
ト

な
ど
で
紛
争
長
期
化
、
仲
裁
へ
。
週
35
時 

間
制
の
段
階
的
導
入
の
方
向
性
で
合

意
。
1
9
8
7
年
週
37
・
5
時
間
制
、

1
9
8
9
年
週
37
時
間
制
へ
移
行
、い
ず

れ
も
賃
金
カ
ッ
ト
無
し
。加
え
て‘
フ
レ
ッ

ク
ス
タ
イ
ム
制
’の
導
入
。（
ち
な
み
に
、

1
9
8
0
年
代
の
金
属
産
業
で
は
ノ
ル

ウ
ェ
ー
が
週
37
・
5
時
間
、
デ
ン
マ
ー
ク

が
週
38
時
間
、
フ
ラ
ン
ス
が
週
39
時
間
を

達
成
し
て
い
る
。
い
ず
れ
も
ベ
ー
ス
に
は

I
M
F
の‘
時
短
決
議
’が
あ
っ
た
）。

　

1
9
8
9
年
に
は
、
自
由
裁
量
に
よ
る

労
働
時
間
の
選
択
権
拡
大
に
注
力
し
、‘
労

働
時
間
ア
ラ
カ
ル
ト
’と
い
う
ス
ロ
ー
ガ

ン
が
職
場
に
浸
透
し
て
い
っ
た
。

▽
1
9
9
0
年
代
：
東
西
ド
イ
ツ
統
一
が

成
立
し
、
賃
金
体
形
・
賃
金
格
差
是
正
に

注
力
。‘
長
期
労
働
時
間
口
座
’（
残
業
時

間
分
を
口
座
に
貯
蓄
、
後
日
そ
の
分
を
長

期
休
暇
に
あ
て
る
：
従
業
員
の
資
格
取
得
、

高
齢
者
の
早
期
退
職
に
活
用
、な
ど
）。‘
高

齢
者
短
時
間
労
働
制
’導
入（
一
例
：
６

年
後
定
年
予
定
の
従
業
員
が
、
自
己
の
裁

量
に
よ
り
、
定
年
ま
で
の
前
半
の
３
年
間

を
従
来
通
り
就
労
、
た
だ
し
賃
金
・
賞
与

は
半
減
、
後
半
の
３
年
間
は
定
年
ま
で
就

労
せ
ず
、
前
半
３
年
と
同
じ
賃
金
・
報
酬

を
継
続
受
給
、な
ど
。賃
金
レ
ベ
ル
は
50
％
、

こ
れ
に
若
干
の
上
乗
せ
あ
り
、
な
ど
）。

　

1
9
9
5
年
、週
35
時
間
制
導
入
成
る
。

▽
2
0
0
0
年
代
：
経
済
停
滞
期
で
賃

2018年、IGメタルは、週労働時間を標準の35時間から28時間（最長２年間）へ短縮する権利を勝ち取った
（Foto：Bodo Marks ／ IGM、IGメタル提供）
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労働時間の史的アラカルトを記す

金
・
自
由
な
団
体
交
渉
方
式
を
防
御
す
る

時
代
。
競
争
力
と
工
場
維
持（
雇
用
確
保
）

の
た
め
フ
レ
キ
シ
ビ
リ
テ
ィ
を
認
め
た

‘
フ
ォ
ル
ツ
ハ
イ
ム
協
定
’に
合
意
。‘
労

働
時
間
口
座
制
’の
導
入（
事
例
：
1
～

3
月
は
協
約
通
り
週
35
時
間
就
業
、
繁

忙
期
4
～
6
月
に
は
週
40
時
間
就
業（
時

間
外
分
は
口
座
へ
）、
受
注
減
の
夏
場
は

週
30
時
間
就
業（
こ
の
間
、
口
座
に
貯
蓄

し
た
分
を
受
給
）、
年
末
に
向
け
て
の
数

カ
月
は
週
35
時
間
に
戻
る
）。

▽
2
0
1
0
年
代
：
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー

4
・
0
に
対
応
し
て
、
人
間
中
心
の
労
働

4
・
0
策
定
に
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
。
臨
時

雇
用
対
策
を
推
進
、
非
正
規
従
業
員
も
正

規
の
一
時
金
を
受
給
、
勤
続
2
年
を
経
れ

ば
正
規
雇
用
へ
。
同
一
価
値
労
働
同
一
賃

金
確
立
へ
。‘
選
択
オ
プ
シ
ョ
ン
制
’の
導

入（
特
別
一
時
金
受
給
か
8
日
分
の
有
給

休
暇
か
の
い
ず
れ
か
を
選
択
）。
新
型
コ

ロ
ナ
発
生
前
か
ら‘
モ
バ
イ
ル
・
ワ
ー
ク
’

（
仕
事
の
場
所
を
問
わ
な
い
）、‘
テ
レ
ワ
ー

ク
’（
仕
事
は
自
宅
で
）の
導
入
。
育
児
・

介
護
希
望
者
に
最
長
2
年
間
、‘
週
28
時

間
’就
労
を
可
能
に（
賃
金
カ
ッ
ト
な
し
。

正
規
雇
用
関
係
を
維
持
）。

　

労
働
時
間
の
労
働
者
裁
量
権
拡
大
。

▽
2
0
2
0
年
代
：「
マ
イ
ラ
イ
フ
・
マ
イ

ワ
ー
ク
：
労
働
を
再
考
す
る
」キ
ャ
ン
ペ 

ー
ン
を
展
開
、
労
働
時
間
、ワ
ー
ク
・ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
、
労
働
者
の
自
主
裁
量
権

拡
大
等
の
問
題
に
注
力（
モ
デ
ル
１
：
自

己
都
合
で
労
働
時
間
を
短
縮
、
そ
の
分
賃

金
も
減
額
、
雇
用
は
維
持
。
そ
の
間
、
給

与
面
で
は
ク
リ
ス
マ
ス
手
当
そ
の
他
一
時

金
を
月
間
賃
金
に
分
割
加
算
。モ
デ
ル
２
：

週
4
日
制
の
選
択
。
最
大
36
カ
月
間
、
週

32
時
間
を
4
日
に
振
り
分
け
る
。
賃
金
一

部
補
充
あ
り
。
不
就
労
日
は
子
育
て
、
老

人
介
護
な
ど
に
活
用
。
雇
用
の
パ
ー
ト
化

を
防
止
）。

▽
直
近
の
金
属
・
電
機
産
業
の
団
体
交
渉

で
は
、
2
0
2
2
年
11
月
、
リ
ー
ド
役

の
ド
イ
ツ
南
西
部
バ
ー
デ
ン
・
ビ
ュ
ル
テ

ン
ブ
ル
ク
州
を
中
心
に
賃
上
げ
合
計
8
・

5
％
、
イ
ン
フ
レ
対
策
の
一
時
金
合
計

3
0
0
0
ユ
ー
ロ（
約
48
万
円
）を
獲
得
。

　

2
0
2
3
年
12
月
に
は
、
北
西
部
に
次

い
で
東
部
鉄
鋼
産
業
で
も
、
産
業
情
勢
に

応
じ
て
週
所
定
35
時
間
を
最
大
3
時
間

ま
で
短
縮
、週
32
時
間
制
を
可
能
と
し
た
。

従
来
の
よ
う
な
時
短
分
の
賃
金
全
額
補

償
は
な
ら
な
か
っ
た
が
、
次
の
よ
う
に
賃

金
支
給
が
な
さ
れ
る（
2
0
2
4
年
1
月

発
効
）。

・
週
34
時
間
：
34
・
5
時
間
分
支
給

・
週
33
時
間
：
33
・
75
時
間
分
支
給

・
週
32
時
間
：
33
時
間
分
支
給	

　

ま
た
、
既
述
の
金
属
・
電
機
産
業
で
は
、

協
約
期
限（
2
0
2
4
年
9
月
）の
1
カ
月

前
ま
で
に
は
団
体
交
渉
が
開
始
さ
れ
よ

う
が
、
柱
の
一
つ
は
週
32
時
間
要
求
に
な

ろ
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
て
い
る
。

長
め
の
エ
ピ
ロ
ー
グ

　

第
一
部
で
は
労
働
時
間
に
係
わ
る
史
的

エ
ピ
ソ
ー
ド
に
触
れ
、
第
二
部
で
は
ド
イ

ツ
金
属
産
業
に
お
け
る
労
働
時
間
の
変

遷
を
簡
潔
に
見
て
き
た
。
べ
ー
ス
の
資
料

は
、
筆
者
の
現
役
時
代
か
ら
の
私
的
な
メ

モ
で
あ
る
た
め
、
不
正
確
な
部
分
が
あ
る

や
も
し
れ
ぬ
、
と
恐
れ
る
。

　

ふ
り
返
っ
て
思
い
起
こ
さ
れ
る
の
は
、

ド
イ
ツ
で
週
35
時
間
制
へ
の
道
筋
を
つ
け

た
1
9
8
4
年
闘
争
の
、
時
短
要
求「
3

大
理
由
」で
あ
る
。
そ
れ
は
、「
①
労
働
の

人
間
化
、
②
時
短
に
よ
る
労
働
の
適
切
な

配
分（
雇
用
対
策
）、
③
生
活
と
社
会
形
成

の
た
め
に
」な
の
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
間
、
ド
イ
ツ
金
属
産
業
で
は
、
フ

レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、長
期
労
働
時
間
口
座
、

高
齢
者
の
短
時
間
労
働
、
選
択
オ
プ
シ
ョ

ン
制
、
モ
バ
イ
ル
・
ワ
ー
ク
な
ど
、I
G
メ 

タ
ル
の
い
う「
時
間
主
権
」「
個
人
的
請

求
権
」が
重
視
さ
れ
て
き
た
。

　
「
集
団
的
に
適
用
さ
れ
る
」協
約
と
し

て
は
、
つ
い
に
鉄
鋼
産
業
で
週
32
時
間
制

が
現
実
の
も
の
と
な
っ
て
き
た
。
週
4
日

制
の
普
及
も
展
望
さ
れ
る
昨
今
で
あ
る
。

こ
う
し
て
、
生
涯
労
働
時
間
も
ま
た
短
縮

さ
れ
て
い
く
と
言
え
よ
う
。

　

今
か
ら
2
年
前
、
筆
者
も
今
回
参
照
し

一
部
引
用
も
し
た
本
誌
2
0
2
2
年
秋
号

（
No.
3
2
4
）は
、特
集「
こ
れ
か
ら
の
働

き
方
へ
の
提
言
」を
掲
載
し
て
い
る
。
そ

の
中
で
、I
G
メ
タ
ル
団
体
交
渉
局
の
ハ

イ
ジ
・
シ
ュ
ロ
ー
ト
さ
ん
が
こ
う
語
っ
て

い
る
。「
今
後
の
方
向
性
の
一
つ
と
し
て
、

‘
お
金
か
休
み
か
’を
選
択
で
き
る『
オ
プ

シ
ョ
ン
制
』を
、
さ
ら
に
改
善
・
拡
大
し
よ

う
と
い
う
議
論
が
あ
る
」。
そ
し
て
、「
雇

用
確
保
・
雇
用
配
分
重
視
の
視
点
か
ら
も
、

労
働
時
間
を
さ
ら
に
短
縮
し
て
い
く
べ

き
と
い
う
論
議
が
展
開
中
」と
も
指
摘
し

て
い
る
の
が
印
象
的
で
あ
っ
た
。

　

そ
の
翌
2
0
2
3
年
12
月
、
既
述
の
よ

う
に
I
G
メ
タ
ル
は
鉄
鋼
産
業
で
、
状
況

に
応
じ
て
の
週
32
時
間
制
を
現
実
の
も

の
と
し
た
の
で
あ
る
。本
年
後
半
の
金
属
・

電
機
産
業
の
団
体
交
渉
は
、
ど
う
展
開
さ

れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。（
了
）　　

（
2
0
2
4
年
5
月
16
日
記
）

●金属労協顧問

小島正剛 こじま・せいごう　

６０年ＩＭＦ（国際金属労連）日本事務
所に入職以来、金属労協事務局長代理、
同国際局長、同副議長（国際委員長）（以
上 IMF との兼務）、ＩＭＦ地域代表を
務めるなど国際労働運動一筋。９８年
金属労協顧問に。日本労働ペンクラブ
前代表代理他。主要著書「グローバル
連帯 落穂拾い」他。


